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◆ 6 月定例会のあらまし

◆議 案 審 議

◆一 般 質 問（2 人の議員が登壇）

◆委員会レポート（要望活動）

◆臨時会・９月定例会開催予定
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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 45 号（2）

平成 30 年 6 月定例会

6月定例会のあらまし
　

平
成
30
年
６
月
定
例
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月
４
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
か
ら
、
昨
年
よ
り
整
備

を
進
め
て
き
た
六
旬
館
の
オ
ー
プ
ン
、
国
際
核
融
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
や
今
年
度
、
茨
城
県
大
洗

町
・
東
海
村
・
岡
山
県
鏡
野
町
と
本
村
の
４
町
村
が
「
原

子
力
研
究
開
発
推
進
自
治
体
協
議
会
」
を
設
立
、
再
処
理

工
場
の
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
審
査
の
再
開
や
施
設

の
変
更
に
係
る
計
画
書
の
提
出
な
ど
を
報
告
し
た
う
え

で
、
上
程
し
た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
30
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る

８
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
31
年
３
月
の
竣
工
を
目
指

す
、（
仮
称
）
尾
駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド
パ
ー
ク
整
備
工
事
に

関
す
る
契
約
案
件
他
全
23
件
の
議
案
と
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
う
六
ヶ
所
村
税
条
例
等
の
一
部
改
正
の
専
決
処

分
な
ど
11
件
の
承
認
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
伴
う
諮

問
１
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
伴
う
同
意
１
件
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
２
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
老
部
川
環
境
維
持
・
保
全
事
業
に
つ
い
て
や

消
防
団
員
の
確
保
対
策
等
、
県
決
定
の
都
市
計
画
道
路
等

の
早
急
な
整
備
に
つ
い
て
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」

「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（仮称）尾駮レイクサイドパークイメージバース ( 平成 31 年４月開設予定 )

される
工事」が今年度竣工に向け着手

契約案件を可決 !!



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第 45 号

※１は、収益的支出　　　※２は資本的支出

地域住民の憩いの場として期待
「（仮称）尾駮レイクサイドパーク整備

約３億3600万円の

平成 30 年 6 月定例会

契約案件議決10件
総額　約11億 2,800万円

補
正
予
算
の
内
容

　

平
成
30
年
度
六
ヶ
所
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
、
ご
ぼ
う
貯
蔵
選
別
施
設
整
備
事
業
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
追

加
し
た
ほ
か
、
土
木
費
に
第
４
庄
内
線
防
雪
柵
整
備
事

業
実
施
設
計
委
託
料
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
に
農
林
水
産
省
か

ら
交
付
さ
れ
る
「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
（
ご
ぼ
う

貯
蔵
選
別
施
設
整
備
事
業
に
充
当
）」
を
追
加
計
上
し
た

ほ
か
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
で
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　

そ
の
結
果
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
３
３
６
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
５
０
億
５
４
６
５
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　　

平
成
30
年
度
六
ヶ
所
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
３
つ
の
特
別
会
計
と
４
つ
の

公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
を
追
加
し
た
ほ
か
、
水
道
事
業
会
計
に
第
２
焼
山
団

地
線
配
水
管
布
設
工
事
請
負
費
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

6月補正予算の状況
会 計 名 補正前（千円） 補正額（千円） 補正後（千円）

一 般 会 計 14,421,004 633,649 15,054,653
国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,105,900 △ 1,670 1,104,230

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 111,800 △ 2,224 109,576

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,077,800 1,172 1,078,972

水 道 事 業 会 計 ※ 1 300,683 3,874 304,557
水 道 事 業 会 計 ※ 2 377,202 15,013 392,215
農業集落排水事業会計 99,320 400 99,720
下 水 道 事 業 会 計 ※ 1 820,523 4,769 825,292
下 水 道 事 業 会 計 ※ 2 593,763 33,943 627,706
工 業 用 水 道 事 業 会 計 32,413 △ 729 31,684



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 45 号（4）

議 案 審 議

提 出 議 案 等

補正予算・条例
議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第４２号 平成30年度六ヶ所村一般会計補正予算（第２号） 原案可決

6月1日

議案第４３号
平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（事業勘定第１号）

原案可決

議案第４４号
平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（千歳平施設勘定第１号）

原案可決

議案第４５号
平成30年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算
（保険事業勘定第１号）

原案可決

議案第４６号 平成30年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４７号
平成30年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算
（第１号）

原案可決

議案第４８号 平成30年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４９号 平成30年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第５０号
六ヶ所村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決

議案第５１号 六ヶ所村都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第５２号
六ヶ所村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育
料等に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第５３号
六ヶ所村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決

平成 31 年４月の開設に向け工事が進む（仮称）
尾駮レイクサイドパーク

（国道３３８号尾駮橋付近より撮影）

平沼川環境維持工事の様子
（湯ノ沢橋より撮影）



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第 45 号

議 案 審 議

「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条」の規程に基づく 

契約案件（尾駮レイクタウン北地区の不動産処分を含む）11件を議決‼
議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第５４号（仮称）尾駮レイクサイドパーク整備工事（１工区）請負契約の締結について 原案可決

6月1日

議案第５５号（仮称）尾駮レイクサイドパーク整備工事（２工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第５６号 防災資機材庫建設工事請負契約の締結について 原案可決

議案第５７号 老部川環境維持工事請負契約の締結について 原案可決

議案第５８号 平沼川環境維持工事（２工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第５９号 高齢者生活福祉センター改修工事（機械設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第６０号 高齢者生活福祉センター改修工事（建築）請負契約の締結について 原案可決

議案第６１号 千歳平３号線外１道路改良舗装工事請負契約の締結について 原案可決

議案第６２号 千歳平４号線道路改良舗装工事請負契約の締結について 原案可決

議案第６３号 地域コミュニティーサポートバス購入契約の締結について 原案可決

議案第６４号 不動産の処分について　 原案可決 6月4日

承認・諮問・同意
議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

承認第１号 平成29年度六ヶ所村一般会計補正予算（第７号）の専決について 承認

6月4日

承認第２号 平成29年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第５号）の専決について 承認

承認第３号 平成29年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）の専決について 承認

承認第４号 平成29年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第５号）の専決について 承認

承認第５号 平成29年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第５号）の専決について 承認

承認第６号 平成29年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第４号）の専決について 承認

承認第７号 平成29年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第５号）の専決について 承認

承認第８号 平成30年度六ヶ所村一般会計補正予算（第１号）の専決について 承認

承認第９号 六ヶ所村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 承認

承認第１０号 六ヶ所村税条例等の一部を改正する条例について 承認

承認第１１号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 承認

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任と答申

同意第１号 六ヶ所村教育委員会委員の任命について 同意



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 45 号（6）

髙
橋
　文
雄 

議
員

【
問
】
工
事
終
了
後
の

一
部
崩
落
個
所
に
つ
い

て
出
水
期
前
に
復
旧
す

る
考
え
は
な
い
か
？

【
答
】
災
害
に
よ
る
決

壊
の
恐
れ
は
な
い
が
、

景
観
や
河
川
管
理
の
観

点
か
ら
来
年
度
以
降
、

復
旧
に
向
け
て
計
画
的

に
進
め
る
。

【
問
】
積
ブ
ロ
ッ
ク
護

岸
の
基
礎
工
天
端
露
出

箇
所
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
？

【
答
】
よ
り
安
全
な
河

川
管
理
の
た
め
、
護
床

ブ
ロ
ッ
ク
等
の
設
置
を

検
討
し
て
参
り
た
い
。

【
問
】
鮭
の
放
流
・
遡

上
を
見
る
た
め
の
環
境

整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
村
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

一 般 質 問

の
放
流
・
遡
上
観
察
）

３
）
既
設
の
橋
ま
た
は
堤
防

に
張
出
（
拡
幅
部
）
を
設
置

等
が
考
え
ら
れ
、
早
期
の
整

備
を
望
む
が
如
何
お
考
え

か
？

➍
老
部
川
の
両
端
の
管
理
道

路
は
竣
工
当
初
か
ら
、
農
道

兼
用
道
路
と
し
て
地
域
住
民

も
認
識
の
も
と
使
用
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
地
域
で
は
長

年
に
わ
た
り
用
水
路
の
掃
除
、

草
刈
、
砕
石
敷
き
均
し
作
業

等
を
実
施
し
、
農
道
維
持
保

全
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し

今
回
の
工
事
で
道
幅
が
極
端

に
狭
く
な
り
、
農
道
と
し
て

の
共
用
が
で
き
な
い
箇
所
が

み
ら
れ
早
急
な
復
旧
を
望
む

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
至
っ
た
経
緯
と

今
後
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

➎
老
部
川
に
は
２
ヵ
所
の
農

道
橋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が

竣
工
時
か
ら
40
年
以
上
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で

あ
る
。
過
去
に
も
早
期
の
対

策
を
要
望
し
た
経
緯
が
あ
る

が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
き
た
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

 

【
答
】
１
点
目
、
こ
れ
ま
で

浚
渫
工
事
を
進
め
る
段
階
で

連
結
ブ
ロ
ッ
ク
の
沈
下
を
確

認
し
て
い
る
。
当
該
河
川
は
、

掘
り
込
み
河
道
と
な
っ
て
お

り
、
台
風
等
の
大
雨
に
よ
り

堤
防
が
す
ぐ
に
決
壊
す
る
状

況
で
は
な
い
が
、
景
観
や
よ

り
安
全
な
河
川
管
理
の
観
点

か
ら
来
年
度
以
降
、
復
旧
に

向
け
て
工
法
等
の
検
討
を
行

１
．
老
部
川
環
境
保
持
・

保
全
事
業
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

 

【
問
】
老
部
川
環
境
維
持
工

事
は
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま

り
30
年
度
ま
で
の
継
続
工
事

で
あ
り
、
２
期
工
事
を
終
了

し
そ
の
成
果
が
顕
著
に
な
っ

て
き
た
。
維
持
工
事
終
了
後

の
景
観
は
美
し
く
昭
和
50
年

代
の
竣
工
時
を
思
い
出
す
か

の
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
を
よ
く
み

る
と
新
た
な
問
題
も
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
老
部
川
の
環
境
維
持
の
た

め
の
施
策
と
し
て
次
の
こ
と

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

➊
工
事
完
成
後
の
一
部
区
間

で
河
岸
の
浸
食
に
よ
る
崩
落

個
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今

後
の
出
水
期
に
備
え
早
期
に

復
旧
す
る
考
え
は
な
い
か
。

➋
積
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
の
基
礎

工
天
端
が
か
な
り
の
距
離
で

露
出
し
て
お
り
、
極
め
て
不

安
定
な
状
態
で
あ
る
。
早
急

な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

➌
現
在
、
老
部
川
で
は
鮭
の

放
流
が
実
施
さ
れ
、
産
卵
の

た
め
に
遡
上
す
る
鮭
を
間
近

で
見
ら
れ
る
環
境
整
備
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め

１
）
階
段
工
の
設
置
（
水
辺

に
降
り
る
）

２
）
遊
歩
道
の
整
備
（
稚
魚

一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、
報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

村政を問う
　『一般質問』

【
答
】
現
在
、
鮭
の
放

流
が
さ
れ
て
い
る
山
神

橋
付
近
は
河
道
幅
員
が

広
い
こ
と
か
ら
安
全
に

水
辺
に
降
り
ら
れ
る
環

境
整
備
を
検
討
し
て
参

り
た
い
。

【
問
】
老
部
川
管
理
道

路
が
今
回
の
工
事
で
道

幅
が
狭
く
な
り
農
道
と

し
て
共
用
で
き
な
い
箇

所
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
至
っ

た
経
緯
と
今
後
の
対
策

は
？

【
答
】
昨
年
度
実
施
し

た
環
境
維
持
工
事
に

よ
っ
て
道
幅
の
狭
く

な
っ
た
箇
所
が
あ
る
た

め
現
場
を
確
認
し
、
農

業
用
機
械
等
が
支
障
な

く
通
れ
る
よ
う
に
対
応

す
る
。

【
問
】
老
部
川
に
設
置

さ
れ
て
い
る
農
道
橋
の

老
朽
化
が
著
し
い
。
過

去
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
き
た
の
か
？

【
答
】
昨
年
度
橋
梁
点

検
を
実
施
し
て
お
り
、

錆
等
の
発
生
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
補
修
等
を

し
て
参
り
た
い
。
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る
が
、
錆
等
の
発
生
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
補
修
を
し
て

ま
い
る
。
ま
た
、
以
前
要
望

の
あ
っ
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
通
行
の
為
に
農
道
橋
を

拡
幅
す
る
事
に
つ
い
て
は
、

橋
の
構
造
上
困
難
で
あ
る
が
、

現
状
の
橋
梁
幅
員
を
最
大
限

有
効
に
活
用
し
た
取
り
付
け

道
路
の
整
備
は
可
能
と
考
え

て
い
る
。
必
要
な
用
地
確
保
、

地
権
者
と
の
協
議
、
農
地
利

用
者
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
施
工
方
法
を
検
討
し
て
参

る
。

い
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
る
。

　

２
点
目
、
ご
指
摘
の
と
お

り
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
り
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
の
露

出
が
見
ら
れ
る
た
め
、
１
点

目
と
同
様
に
、
よ
り
安
全
な

河
川
管
理
の
た
め
、
護
床
ブ

ロ
ッ
ク
等
の
設
置
を
検
討
し

て
参
る
。

　

３
点
目
、
河
道
断
面
確
保

の
観
点
か
ら
、
現
在
の
河
道

内
に
新
た
に
流
下
能
力
を
妨

げ
る
よ
う
な
構
造
物
を
設
置

す
る
事
に
つ
い
て
は
、
河
川

法
上
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

既
に
魚
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
付
近
や
現
在
鮭
の
放
流
が

実
施
さ
れ
て
い
る
農
免
農
道

老
部
川
線
の
山
神
橋
付
近
に

つ
い
て
は
比
較
的
に
河
道
幅

員
が
広
い
こ
と
か
ら
安
全
に

水
辺
に
降
り
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
整
備
が
可
能
か
検
討
し

て
参
る
。

　

４
点
目
、
当
該
管
理
道
路

は
、
河
川
の
堤
防
を
河
川
管

理
及
び
農
作
業
従
事
の
た
め

利
用
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

環
境
維
持
工
事
で
は
、
既
存

の
管
理
道
路
の
幅
に
砕
石
舗

装
を
し
た
が
、
現
場
の
構
造

物
の
状
況
や
施
工
方
法
に

よ
っ
て
幅
が
狭
く
な
っ
た
箇

所
が
あ
る
の
で
現
場
を
確
認

し
農
業
用
機
械
等
が
支
障
な

く
通
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て

ま
い
る
。

　

５
点
目
、
昨
年
度
橋
梁
点

検
を
実
施
し
て
お
り
、
調
査

結
果
で
は
橋
の
主
要
部
分
で

あ
る
主
桁
、
橋
台
等
の
安
全

性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

１
．
消
防
団
員
の
確
保
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
本
年
４
月
現
在
の
本

村
の
消
防
団
員
数
は
、
定
員

２
１
５
名
に
対
し
１
９
２
名

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
充
足

率
は
約
89
パ
ー
セ
ン
ト
で
依

然
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
消
防
団
は
地
域
防
災

力
の
要
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
平
成
27
年
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
消
防
団
員

の
待
遇
改
善
を
図
る
う
え
で
、

消
防
団
員
報
酬
の
見
直
し
や

村
独
自
の
退
職
報
奨
金
制
度

の
創
設
、
婦
人
消
防
協
力
隊

の
機
能
別
消
防
団
員
と
し
て

の
位
置
付
け
、
女
性
消
防
団

員
の
採
用
な
ど
を
提
言
し
ま

し
た
。
消
防
団
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
既
に
見
直
し
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
次
の

４
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

➊
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
施
策
を
講
じ

て
対
応
し
て
い
る
も
の
の
社

会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
多

種
多
様
な
職
種
に
就
く
こ
と

で
、
消
防
団
へ
の
入
団
が
非

常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
定
年
延
長
の
見
直
し

等
、
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、

団
員
確
保
上
の
観
点
か
ら

「
六
ヶ
所
村
消
防
団
条
例
」
第

６
条
第
２
項
の
消
防
団
員
の

定
年
60
歳
及
び
班
長
以
上
の

役
員
63
歳
、
そ
し
て
団
長
・

副
団
長
は
70
歳
を
見
直
す
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

➋
本
村
は
全
国
で
も
例
を
み

な
い
、
国
家
石
油
備
蓄
基
地
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
、

イ
ー
タ
ー
関
連
研
究
施
設
、

大
型
風
力
発
電
施
設
、
三
沢

対
地
射
爆
撃
場
を
始
め
多
く

の
湖
沼
や
太
平
洋
を
抱
え
災

害
リ
ス
ク
は
他
の
市
町
村
よ

り
高
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

本
村
の
消
防
団
は
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
訓
練
や
原

子
力
防
災
訓
練
を
始
め
水
防

訓
練
な
ど
多
く
の
訓
練
に
励

ん
で
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
消
防
団
員
に

は
多
大
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
全
国
に
先

駆
け
て
村
独
自
の
退
職
報
奨

金
制
度
を
設
け
そ
れ
に
報
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
一

般
質
問
し
て
約
３
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
そ
の

検
討
結
果
は
如
何
か
。

➌
泊
婦
人
消
防
協
力
隊
の
皆

様
に
は
、
平
成
７
年
発
足
以

来
20
数
年
に
渡
り
本
村
の
火

災
予
防
思
想
普
及
や
消
防
団

活
動
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い

る
が
、
隊
員
の
活
動
に
対
す

る
補
償
も
な
い
こ
と
か
ら
、

国
が
進
め
る
機
能
別
消
防
団

員
又
は
女
性
消
防
団
員
に
位

置
付
け
、
災
害
補
償
や
退
職

金
支
給
が
可
能
と
な
る
よ
う

身
分
保
障
を
確
立
す
べ
き
と

指
摘
し
て
か
ら
、
約
３
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
き
た

の
か
伺
う
。

➍
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
に
お
い
て
、
来
年

度
以
降
女
性
消
防
職
員
の
採

用
に
向
け
、
環
境
整
備
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
も
女
性
消
防

団
員
の
募
集
採
用
に
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
時
期
に
あ
る

と
考
え
る
が
如
何
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
村
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
減
少
の
続
く

消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
、

現
在
、
消
防
団
幹
部
に
対
し

て
団
員
の
勧
誘
を
お
願
い
す

【
問
】
消
防
団
員
確
保

の
た
め
消
防
団
員
の
定

年
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
答
】
消
防
団
幹
部
に

対
し
て
団
員
の
勧
誘
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に

他
市
町
村
の
定
年
を
参

考
に
見
直
し
に
向
け
た

意
見
集
約
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

【
問
】
本
村
消
防
団
員

の
多
大
な
負
担
に
報
い

る
た
め
退
職
報
奨
金
制

度
を
設
け
る
べ
き
と
質

問
し
て
か
ら
約
３
年
が

経
っ
た
が
検
討
結
果
は

ど
う
な
っ
た
か
？

【
答
】
村
独
自
の
退
職

報
奨
金
制
度
に
つ
い
て

は
団
員
の
定
年
の
見
直

し
と
併
せ
て
検
討
し
て

参
り
た
い
。

寺
下
　和
光 

議
員

【
問
】
泊
婦
人
消
防
協

力
隊
の
方
々
の
身
分
保

障
を
確
立
す
べ
き
と
質

問
し
て
か
ら
約
３
年
が

経
過
し
た
が
ど
の
よ
う

に
進
展
し
た
か
。

【
答
】
身
分
保
障
に
よ

る
年
齢
制
限
も
あ
る
事

か
ら
、
消
防
団
幹
部
の

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

処
遇
改
善
に
努
め
て
参

り
た
い
。

【
問
】
本
村
で
も
女
性

消
防
団
員
の
募
集
に
真

剣
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
今
後
は
女
性
団

員
の
勧
誘
に
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
泊
婦
人
消
防

協
力
隊
の
処
遇
と
併
せ

て
対
応
し
て
参
り
た

い
。

老部川の現在の様子（国道３３８号老部川橋から上流）
老部川環境維持工事が完了した様子（写真左）と今年度工事が行われる箇所の一部（写真右）。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 45 号（8）

る
と
と
も
に
他
市
町
村
の
定

年
を
参
考
に
見
直
し
に
向
け

た
意
見
集
約
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
退
職
報
奨
金
に

つ
い
て
は
、
昭
和
39
年
に
市

町
村
が
退
職
す
る
消
防
団
員

に
対
し
て
支
給
す
る
た
め
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
村
で

は
、
団
員
一
人
当
た
り
年
間

約
２
万
円
を
青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
を
通
じ
て
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

共
済
基
金
へ
負
担
し
て
い
る

も
の
で
、
村
独
自
の
同
制
度

に
つ
い
て
は
団
員
の
定
年
の

見
直
し
と
併
せ
て
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
、
泊
婦
人
消
防
協

力
隊
に
つ
い
て
は
、
現
在
９

名
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、

消
防
団
員
と
し
て
の
身
分
保

障
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年

齢
制
限
に
よ
っ
て
入
団
で
き

な
く
な
る
隊
員
も
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
消
防
団
幹
部
の

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
処
遇

改
善
に
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

４
点
目
、
消
防
団
員
の
入

団
は
、
こ
れ
ま
で
も
男
性
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
女

性
の
入
団
に
つ
い
て
は
村
と

し
て
も
大
い
に
歓
迎
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

女
性
の
勧
誘
に
も
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
、
泊
婦
人
消
防
協

力
隊
の
今
後
の
処
遇
と
併
せ

て
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一 般 質 問

つ
い
て
は
、
未
整
備
の
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
庄

内
・
千
歳
・
千
歳
平
・
睦
栄
・

豊
原
地
区
等
の
方
々
を
始
め
、

野
辺
地
町
・
東
北
町
か
ら
の

来
訪
者
の
殆
ど
は
、
曲
が
り

く
ね
っ
た
県
道
「
東
北
横
浜

線
」
及
び
直
角
カ
ー
ブ
の
あ

る
村
道
を
利
用
し
て
き
た
も

の
と
思
慮
し
て
お
り
ま
す
。

特
産
品
販
売
所
の
「
六
旬
館
」

及
び
村
の
温
泉
施
設
「
ろ
っ

か
ぽ
っ
か
」
に
更
に
集
客
効

果
を
図
る
上
で
も
、
安
全
か

つ
時
間
短
縮
な
ど
の
利
便
性

を
向
上
す
る
必
要
性
と
合
わ

せ
、
原
子
力
災
害
発
生
時
に

は
一
時
避
難
場
所
で
あ
る
、

千
歳
地
区
避
難
施
設
に
集
合

す
る
際
に
も
利
用
さ
れ
る
重

要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
「
３
・
３
・

１
千
歳
鷹
架
線
」
と
県
道
「
東

北
横
浜
線
」
の
早
急
な
整
備

を
青
森
県
に
対
し
強
く
要
請

す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
如
何
か
。

 

【
答
】
都
市
計
画
道
路
「
３
・

３
・
１
千
歳
鷹
架
線
」
は
、
酪

農
会
館
西
側
付
近
を
起
点

に
、
市
柳
総
合
公
園
付
近
の

信
号
を
終
点
と
す
る
延
長

９
０
６
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

25
メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
り
、

整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
起

点
部
よ
り
延
長
３
３
３
０

メ
ー
ト
ル
、
幅
員
約
12
メ
ー

ト
ル
で
暫
定
的
に
整
備
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
大
部
分

は
未
整
備
で
あ
り
、
青
森
県

か
ら
は
、
具
体
的
な
整
備
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

道
「
東
北
横
浜
線
」
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
戸
鎖
バ

イ
パ
ス
整
備
事
業
第
１
期
計

画
と
し
て
、
現
在
、
戸
鎖
橋

か
ら
戸
鎖
地
区
前
川
橋
付
近

ま
で
の
整
備
に
向
け
た
用
地

取
得
を
行
っ
て
お
り
、
工
事

終
了
後
に
は
、
第
２
期
計
画

と
し
て
戸
鎖
地
区
前
川
橋

付
近
か
ら
千
歳
方
面
へ
約

１
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
整
備

に
向
け
着
手
す
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
両
路
線
は
、

む
つ
小
川
原
開
発
の
促
進
や

原
子
力
災
害
時
の
避
難
に
お

い
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
こ

と
か
ら
青
森
県
に
対
し
早
期

整
備
に
向
け
て
粘
り
強
く
要

望
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

１
．
中
学
生
等
を
対
象
に

し
た
ピ
ロ
リ
菌
の
予
防
対

策
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

 

【
問
】
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

は
、
世
界
保
健
機
構
が
発
が

ん
作
用
を
認
定
、
日
本
国
内

の
感
染
者
は
約
５
０
０
０
万

人
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち

一
部
の
人
が
胃
が
ん
を
発
症

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
報

道
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
健
診
受
診
率
青
森
県
一

を
目
指
す
本
村
に
お
い
て
、

全
額
公
費
負
担
で
中
学
３
年

生
及
び
20
～
30
歳
代
の
方
を

対
象
と
し
た
ピ
ロ
リ
菌
の
検

査
・
治
療
事
業
を
保
護
者
等

の
理
解
を
得
た
う
え
で
早
急

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

 

【
答
】
Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健

機
構)

で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
感

染
が
胃
が
ん
の
主
原
因
で
あ

り
、
除
菌
が
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
年
代
別
ピ
ロ
リ
菌
の

感
染
率
で
は
、
年
代
が
低
い

ほ
ど
感
染
率
が
低
く
、
若
い

時
期
に
除
菌
治
療
を
す
る
こ

と
で
胃
が
ん
な
ど
の
病
気
を

予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
学
３

年
生
を
対
象
に
し
た
ピ
ロ
リ

菌
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
尿

又
は
便
の
検
査
容
器
の
配
布
・

回
収
を
行
い
、
医
療
機
関
で

判
定
後
検
査
の
結
果
を
郵
送

で
保
護
者
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
同
意

や
学
校
と
の
連
携
、
さ
ら
に

は
、
医
療
機
関
と
の
協
議
を

踏
ま
え
、
毎
年
度
実
施
し
て

い
る
中
学
校
の
健
康
診
断
に

加
え
て
行
い
、
検
査
費
用
に

つ
い
て
は
公
費
負
担
で
検
討

し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
判

定
結
果
が
陽
性
と
な
り
除
菌

治
療
が
必
要
な
場
合
に
つ
い

て
は
、
薬
の
副
作
用
や
他
の

健
康
診
断
後
の
治
療
費
用
負

担
の
兼
ね
合
い
な
ど
を
踏
ま

え
、
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
成
人
を
対
象
と
し
た

検
査
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
集
団
健
診
に
検
査
項
目

を
追
加
し
、
20
歳
以
上
で
過

去
に
除
菌
歴
の
な
い
方
を
対

象
に
公
費
負
担
で
実
施
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

治
療
費
用
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
に
お
け
る
集
団
健
診
後

の
精
密
検
査
及
び
治
療
費
用

は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
．
県
決
定
の
都
市
計
画

道
路
等
の
早
急
な
整
備
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
特
産
品
販
売
所
「
六

旬
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
間

も
な
く
２
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
初

日
は
、
二
千
数
百
人
も
の
人

が
訪
れ
大
盛
況
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
「
六
旬

館
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
青
森
県
が
本
村
内

に
決
定
し
て
い
る
都
市
計
画

道
路
６
路
線
の
う
ち
「
３
・
３
・

１
千
歳
鷹
架
線
」
に
つ
い
て

は
、
千
歳
か
ら
一
部
区
間
が

改
良
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
豊
原
地
区
か
ら
北
側
に

【
問
】
全
額
公
費
負
担

で
中
学
３
年
生
及
び

２
０
～
３
０
歳
代
の
方

を
対
象
と
し
た
ピ
ロ
リ

菌
の
検
査
・
治
療
事
業

に
取
り
組
む
考
え
は
。

【
答
】
中
学
３
年
生
は
、

保
護
者
の
同
意
等
を
得

て
毎
年
実
施
し
て
い
る

健
康
診
断
で
行
い
、
費

用
は
公
費
負
担
で
検
討

し
、
除
菌
治
療
に
係
る

費
用
の
公
費
負
担
に
つ

い
て
も
慎
重
に
検
討
し

て
参
り
た
い
。

　

成
人
の
方
は
、
集
団

健
診
の
検
査
項
目
に
追

加
し
、
除
菌
歴
の
無
い

方
を
対
象
に
全
額
公
費

負
担
で
行
う
。
健
診
後

の
精
密
検
査
及
び
治
療

費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

公
費
で
の
対
応
は
困
難

で
あ
る
。

【
問
】
都
市
計
画
道
路

「
３
・
３
・
１
千
歳
鷹
架

線
」
と
県
道
「
東
北
横

浜
線
」
の
早
急
な
整
備

を
青
森
県
に
対
し
強
く

要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
答
】
両
路
線
は
、
む

つ
小
川
原
開
発
の
促
進

や
原
子
力
災
害
時
の
避

難
に
お
い
て
重
要
な
路

線
で
あ
る
こ
と
か
ら
青

森
県
に
対
し
早
期
整
備

に
む
け
て
粘
り
強
く

要
望
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
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６月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会
■「防衛省に対する要望活動」について審議
　５月３０日委員会を開催し、平成２９年度の「防
衛省に対する要望活動」について、報告を受け審議
した。　（要望相手：東北防衛局長、防衛省）

［要望項目］
①戦闘機等の整備点検やパイロット等に対する教育・
訓練について徹底するなど飛行時の安全対策に万全
な措置を講じて頂きたい。
②再編交付金の交付終了後は、再編関連訓練移転等
交付金の交付対象としていただきたい。
③三沢対地射爆撃場の特殊性を考慮した騒音評価方
法を新たに制定して頂きたい。

④騒音区域（コンター）指定を見直して頂きたい。
⑤事務所及び店舗等の防音工事実施と一般住宅の外
郭防音工事対象区域を早期に拡大して頂きたい。

［委員の意見］
◆六ヶ所対空射撃場における訓練期間中の食材調達
は地元業者から行うよう配慮すべきである。
◆平沼地区以外でも騒音は非常に大きいため、自動
騒音測定装置を設置し、地域別に騒音レベルを細か
く調査すべきである。

委 員 会 レ ポ ー ト

産業建設常任委員会
■「ごぼう貯蔵選別施設整備事業」他２件について審議
　５月３０日委員会を開催し、ごぼう貯蔵選別施設
整備事業他２件について担当課から説明を受け審議
した。

①ごぼう貯蔵選別施設整備事業について
［担当課説明］
◆平成３１年度の建築工事予定が、国及び県との補
助金協議の中で、平成３０年度事業として採択が示
されたことで、事業スケジュールを変更し本年度に
実施設計から外構工事などを含めた建設工事を実施
する。

②流雪溝の導入可能性調査結果について
[担当課説明 ]
◆流水の運動エネルギーを利用して雪を処理する「流
雪溝」と、流水をせき止め、貯留し、水のもつ熱エ
ネルギーにより雪を処理する「融雪溝」の導入可能

性を含めた調査結果について説明。
［委員の意見］
◆整備後に発生する維持管理の組織体制構築と、受
益者負担額を考慮すると、住民の理解が得られない
のではないか。
◆整備後に歩行者転落などの危険性もあるため、事
業実施の可否、場所の選定にあたっては慎重に検討
すべき。
◆モデル地区を選定し、実施について検討する事も
必要ではないか。

③下水道事業経営戦略の概要について
[担当課説明 ]
◆平成３０年度から平成３９年度までの１０年間を
計画期間とし、人口減少が見込まれる中において、
下水道事業の持続的かつ効果的なサービスを継続さ
せるという経営戦略の基本方針の説明があった。

　５月３１日委員会を開催し、平成３０年度福祉課
所管の新規事業等他１件について、報告を受け審議
した。
①平成３０年度福祉課所管の新規事業等について（※1）
［担当課説明］
◆呼吸器障害者に対し、酸素濃縮機器の使用に係る
電気料金の一部を助成する「在宅酸素療法患者酸素
濃縮機器使用助成事業」等、合わせて６件の新規事
業について説明。

［委員意見］
◆障害者カフェ事業は、かけはし寮だけに限定せず、
地域の方々とふれあうために様々な施設を活用し、
将来的には障害者就労に繋げるべきである。
◆カフェ事業を個人が通年実施する場合、村で助成
を出すなどの検討も必要ではないか。

②電子黒板・タブレット端末の利用状況について
[担当課説明 ]
◆村内の小、中学校で１週間あたりの利用時間や、
学校教育にＩＣＴを活用することに対する教職員の
理解度の調査結果について説明。また、村内の一部小、
中学校は文部科学省が後援する事業で評価され、「学
校情報化優良校」に認定されている旨の報告があり
ました。
［委員の意見］
◆タブレットを活用した授業は教職員が行っている
が、授業を行う教職員のレベルを向上するための指
導方法を工夫すべきである。
◆小、中学校の統廃合について一定の方向性が示さ
れたが、これを踏まえたうえでＩＣＴを活用した教
育について、教育委員会としての長期的な考え方を
示すべきである。

福祉教育常任委員会
■「平成30年度福祉課所管の新規事業等」他１件について審議

Ｎｏ 事　業　名 概　要

1 在宅酸素療法患者酸素濃縮機器使用助成事業 　呼吸器機能障がい者に対し、酸素濃縮器の使用に係る電気料金の一部助成を行う。

2 障がい者カフェ事業
　障がい者及び障がい児とその家族が地域の住民の一員とし地域で活動し生活できる訓練とし、日中集い交
流や相談などができる場の確保と支援を行う。

3
一般介護予防事業
「水中運動アクアフィット教室」

　村内の 65 歳以上の高齢者を対象に水中運動教室を屋内温水プール施設『ろっぷ』において、インストラ
クター指導により実施。

4 地域リハビリテーション事業 　地域主体の通いの場等でリハビリテーション専門職が、介護予防に関する指導を行う。

5
認知症カフェ運営事業
「おれんじカフェ」

　認知症の人、その家族、地域住民、専門職等の誰もが参加し、集うことができる場を開設し、生きがいづ
くりや認知症に関する正しい知識の普及・啓発を行う。

6 高齢者等無料入浴券助成事業
　平成 30 年 4月１日より、対象者をこれまでの当該年度で 70 歳に到達する高齢者に加えて、障がい者手帳
保持者、生活保護費受給者、運転免許返納者に対象範囲を広げる。

（※ 1）平成３０年度福祉課所管の新規事業一覧
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委員会レポート　要望活動

　去る７月２４日（火）２５日（水）の２日間、総務企
画常任委員会（小泉靖美委員長）に所属する議員が戸田
村長に同行し、三沢対地射爆撃場周辺対策に関する要望
活動を実施した。
　今回は、射爆撃場周辺の騒音対策など改善策の他、今
年２月に発生した米軍三沢基地所属のＦ１６戦闘機のエ
ンジントラブルによる小川原湖への燃料タンクの落下を
受け、戦闘機整備やパイロットの教育等万全な措置を講
ずるよう国へ要望するものであり、７月２４日は、宮城
県仙台市の東北防衛局を、７月２５日は東京都の防衛省
を訪問した。
　東北防衛局では北川企画部長へ、防衛省では深山地方
協力局長へ要望書を手渡した後、戸田村長から「Ｆ１６
戦闘機のエンジントラブルによる小川原湖への燃料タン
クの落下は、原子燃料サイクル施設や国家石油備蓄基地

が立地する本村にとっては一歩間違えば大惨事となる極
めて重大な事態である。事故・トラブルの再発防止に万
全を期すようお願いする」、橋本議長から、「本土唯一の
三沢対地射爆撃場の安定使用に協力してきた地域住民の
思いを理解していただき、一日も早く要望が叶うようお
願いしたい」と挨拶をし、要望項目についての回答をい
ただき、意見交換を行った。
　意見交換では、「尾駮地区でも航空機騒音が大きくなっ
ていると感じるので、飛行ルートを遵守し訓練してもら
いたい」、「騒音測定器の設置はされたものの、騒音実態
をより早く把握し、適正な騒音評価をし騒音区域の拡大
をしていただきたい」、「要望内容は何年経ってもまった
く進展がないので早急な対応をお願いする」、などの意
見が出されました。

１．飛行時の安全対策に万全な措置を講じ
ていただきたい。

【回答】
■米軍機の飛行に際しては、地域住民の方々の安全確
保が大前提であり、事故はあってはならない。これま
でも米側に対して、米軍機の運用、安全の確保や安全
管理の徹底等について要請を行っている。引き続き飛
行時の安全対策に万全を期すよう、適宜米側に働きか
けて参る。（東北防衛局・防衛省）

２．再編交付金の交付終了後は、再編関連
訓練移転等交付金の対象として再編交付金
相当額を交付して頂きたい。

【回答】
■平成３０年度まで再編交付金の交付対象となってい
るため、その後については同射爆撃場における訓練移
転の実施による影響の程度等を踏まえつつ対応して参
りたい。（東北防衛局）
■訓練移転が続くものと思うので、射爆撃場の使用形
態を確認しながら、平成３１年度以降の話でもあるの
で、すぐに決められないことをご理解の上、今後、検
討させていただきたい。（防衛省）

※再編交付金とは・・・・
　在日米軍再編による基地負担で影響を受ける住民生
活の安定のため、期間を定めて自治体に支給される交
付金。六ヶ所村は平成３０年度まで交付されることと
なっている。

※再編関連訓練移転等交付金とは・・・
　訓練移転の実施による航空機騒音等が、再編交付金
の交付を終了した後も継続することを考慮し、国が平
成２９年度予算において、平成３８年度までの措置と
して新たに新設したものである。

３．三沢対地射爆撃場の特殊性を考慮した
騒音評価方法を新たに制定して頂きたい

【回答】
■環境整備法に基づく第一種区域等は、航空機の離着
陸等の実施により生ずる音響の影響度や発生回数、時
刻等を考慮し総合的な評価で指定している。射爆撃訓
練では発射音と廃弾処理の騒音等を航空機騒音に加算
して評価する方法は確立していないが、三沢対地射爆
撃場の特殊性を踏まえ、平成２９年３月、同射爆撃場
周辺に航空機からの発射音及び廃弾処理に伴う騒音の
実態を把握するため騒音測定器１台を設置し、騒音の
実態把握に努めており、その結果を踏まえつつ、今後
結果を踏まえどのような対応が可能か検討したい。

（東北防衛局・防衛省）

４．騒音区域（コンター）指定を見直して頂
きたい。
【回答】
■指定の見直しは、今後、航空自衛隊Ｆ－３５Ａの配
備状況等を踏まえ、適切に対処していく考えである。
なお、第一種区域等の指定にあたっては、騒音の調査
結果に基づき作成した騒音コンターを基に、道路、河
川等の周辺地域の状況などを考慮して、できる限り騒
音の状況の即した指定であることをご理解いただきた
い。（東北防衛局）
■三沢対地射爆撃場は平成１１年度に見直したコン
ターとなっており、Ｆ－３５Ａの配備に伴い必要に応
じ測定をさせていただきたい。（防衛省）

５．事務所及び店舗等の防音工事実施と一
般住宅の外郭防音工事対象区域を早期に拡
大して頂きたい。
【回答】
■外郭防音工事の対象区域拡大や事務所及び店舗等の
防音工事の実施については、実態に即した対処も当然
必要だと思っているが、まず現行制度で住宅防音工事
を待っている方々を解消する必要があるため、その上
で検討させていただきたい。そのため、防音工事に係
る予算も増やしているため、ご理解いただきたい。（東
北防衛局・防衛省）

※防音工事とは・・・
　航空機による騒音を軽減するために行う工事で、各
地方防衛局がその費用を助成しています。騒音区域や
世帯人数などにより工事の対象となる居室数や施工内
容が異なります。

※外郭防音工事とは・・・
　特に航空機による騒音が著しい区域に所在する住宅
に対し、居室全体を対象として行う防音工事。

７月２５日防衛省へ要望書を手交
左から、橋本議長、深山地方協力局長、戸田村長、小泉靖美総務企画常任委員長

総務企画常任委員会

東北防衛局・防衛省に基地対策に関する要望を実施
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委員会レポート　要望活動

　戸田村長が薄井代表取締役社長に要望書を手渡し、要望内容
の趣旨を説明。
　橋本議長は、「近年は地元企業の社屋等が建設され喜ばしい状
況もあるが、更なる企業誘致の促進、地元経済発展に力添いを
賜りたい」と挨拶。
　薄井社長から、これまで同様、青森県、六ヶ所村と連携しな
がら企業の誘致に全力で取り組むと回答。
　意見交換では、村へ進出しようと検討している企業の数や、
進出してもらえるよう働きかけてもらいたいなどの意見が出さ
れました。
　最後に、髙橋委員長が、「多くの雇用と地域経済の活性化につ
ながる早期に期待する」と挨拶をして終了した。

電 気 事 業 連 合 会

　戸田村長が廣江副会長に要望書を手渡し、要望内容
の趣旨を説明。
　橋本議長は、「再処理工場の新規制基準適合性審査
における施設の健全性確保の工事のため３年間の工程
の先送りを余儀なくされ、操業開始時期の不透明感が
増大し、地域社会の不安感を一層高める事態となって
いることから、これまで長年にわたり築いてきた信頼
関係を損ねることのないよう、立地基本協定の趣旨を
しっかりと堅持されることをお願いしたい」と挨拶。
　廣江副会長から再処理工場のしゅん工延期につい
て、ご心配・ご迷惑をおかけし、改めてお詫び申し上
げ、２０２１年度上期のしゅん工について全力で取り
組んでいくとの挨拶がありました。
　その後の意見交換では、「プルサーマル計画の進展
がなされなければ、余剰プルトニウムの関係から再処
理工場のフル稼働が制限される恐れがある」、「村が最
初に高レベル廃棄物を受け入れてから２３年になる
が、最終処分までに 30 年～ 50 年という約束だが最終
処分の候補地がまだ決まっていない。電気事業連合会
が先頭に立って約束を守るべきである」、など意見が
出されました。
　最後に、髙橋委員長が、「原子力政策に向けられる
目線は、一層厳しいものになるが全社一丸となって対
応していただきたい」と挨拶を行い終了した。

要望活動意見交換　電事業連合会

新 む つ 小 川 原 ㈱

関係機関に地域振興や企業誘致を要望
むつ小川原エネルギー対策特別委員会（髙橋文雄委員長）では、

去る７月２５日（水）に電気事業連合会および新むつ小川原（株）対して、
村長に同行して要望活動を行いました。

【電気事業連合会への要望事項】
要望①　安全第一義として、原子燃料サイ
クル事業の着実な推進とプルサーマル計画
の実施に最大限の努力をしていただきた
い。

【回答】
新規性基準の許可の取得、早期竣工に向け、
日本原燃へこれまでの人的支援に加え、こ
れまで培った知見に基づき必要な支援に全
力を尽くす。

要望②　地域の産業、経済活性化の観点か
ら、今後も立地基本協定を根幹とした地域
振興に十分なご配慮を賜りたい。

【回答】
引き続き各電力会社の協力を得ながら企業
誘致活動を進めていき、六ヶ所村の地域振
興に最大限の力を注ぐ。

要望③　雇用促進につながる、研究開発機
構の展開および原子力関連産業の誘致につ
いて特段のご配慮を賜りたい。

【回答】原子力平和利用に関する研究開発
については、検討状況を踏まえ、国の取り
組みに全面的に協力していく。

【新むつ小川原開発㈱への
要望事項】

　むつ小川原工業開発地区への
企業立地促進と村内商工業者並
びに建設業者の活用について特
段の配慮をお願いしたい。

むつ小川原エネルギー対策特別委員会
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平成３０年第３回臨時会
　去る７月２３日 (月 ) に臨時議会が開催されました。
　本会議には、南こども園の建設工事に係る契約案件など、議案１３件が上程され、いずれも全会一致で原案どお
り可決されました。

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第６５号 平成 30年度六ヶ所村一般会計補正予算（第３号） 原案可決

7月 23 日

議案第６６号 （仮称）尾駮地区コミュニティーセンター建設工事（建築）請負契約の締結について 原案可決

議案第６７号 （仮称）尾駮地区コミュニティーセンター外構工事請負契約の締結について 原案可決

議案第６８号 高齢者生活福祉センター改修工事（電気設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第６９号 南こども園建設工事（電気設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第７０号 南こども園建設工事（建築）請負契約の締結について 原案可決

議案第７１号 南こども園建設工事（機械設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第７２号 南こども園外構工事（１工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第７３号 南こども園外構工事（２工区）請負契約の締結について 原案可決

議案第７４号 猿子沢団地線道路改良舗装工事契約の締結について 原案可決

議案第７５号 ロータリ除雪車購入契約の締結について 原案可決

議案第７６号 除雪ドーザ購入契約の締結について 原案可決

議案第７７号 公の施設の指定管理者の指定について（南こども園） 原案可決

平成30年第４回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 8月 31 日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 9月 1日（土） 休日休会

第３日目 9月 2日（日） 休日休会

第４日目 9月 3日（月） 本会議（午前 10 時） 一般質問

第５日目 9月 4日（火） 休　　　　会 常任委員会※ 1

第６日目 9月 5日（水） 休　　　　会 常任委員会・特別委員会※ 1

第７日目 9月 6日（木） 本会議（午前 10 時） 決算審議・議案審議

第８日目 9月 7日（金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。６月定例会の傍聴人は３９人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－２１１１（内線４１１，４１２，４１３）へお尋ねください。

議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？


